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問
／
廃
校
し
た
学
校
施
設
の
利
活
用
に

関
す
る
市
の
考
え
方
は
。

答
／
廃
校
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

建
築
基
準
法
や
消
防
法
な
ど
法
令
の
制

限
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
、
多
額
の
改

修
費
用
を
必
要
と
す
る
。
今
後
、
教
育

目
的
以
外
の
利
活
用
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
市
長
部
局

と
連
携
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い
く
。

問
／
地
元
か
ら
存
続
要
望
の
強
い
温
浴
施
設
を
は
じ
め
、

公
の
施
設
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
／
公
の
施
設
の
適
正
配
置
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
、
そ
の

都
度
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
度
、
施
設
を
廃
止
し

て
民
間
へ
譲
渡
す
る
予
定
に
し
て
い
た
施
設
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
地
域
・
利
用
者
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、

当
面
３
年
間
、
指
定
管
理
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
、「
引

き
続
き
協
議
」
と
し
て
い
る
日

帰
り
・
温
浴
施
設
に
つ
い
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
踏
ま
え
、

指
定
管
理
の
更
新
を
行
い
、
今

後
、
利
用
実
態
や
収
支
状
況
な

ど
の
現
状
を
改
め
て
示
し
た
上

で
、
地
域
や
利
用
者
の
皆
さ
ん

と
協
議
し
て
い
く
。

廃
校
施
設
の
利
活
用
に

�

関
す
る
市
の
考
え
方
は

橋
本
　
洋
一
（
久
比
岐
野
）

問
／
柏
崎
刈
羽
原
発
に
つ
い
て
、
当
市
を
含
む
Ｕ
Ｐ
Ｚ

圏
内
の
７
市
町
が
、「
事
前
了
解
権
」
を
有
す
る
安
全

協
定
の
締
結
が
必
要
と
考
え
る
。
市
長
の
見
解
は
。

答
／
福
島
第
一
原
発
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に
お
い
て
も
、
事

故
に
よ
っ
て
家
に
住
め
な
く
な
っ
た
人
が
大
勢
い
る
な

ど
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
監
視
で
き
る
仕
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
当
市
と
し
て
は
、「
事
前
了
解
権
」

を
有
す
る
安
全
協
定
の
提
携
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
／
他
の
６
市
町
に
締
結
を
働
き
か
け
る
考
え
は
。

答
／
７
市
町
が
一
致
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
私
が
協

力
で
き
る
と
こ
ろ
は
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

市
長
の
基
本
政
策
・
人
事
改
革
の
進
め
方
は

問
／
人
事
改
革
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
／
「
人
事
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
行
政
組
織

の
在
り
方
を
は
じ
め
、
人
事
や
異
動
の
期
間
な
ど
を
職

員
と
議
論
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
／
人
事
異
動
の
サ
イ
ク
ル
は
、現
行
よ
り
長
い
方
が
、

市
民
と
の
信
頼
関
係
の
中
で
働
け
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
／
専
門
性
を
高
め
て
い
け
ば
市
民
の
幸
福
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

問
／
年
間
延
べ
３
０
０
人
程
度
が
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超

え
て
い
る
超
過
勤
務
の
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
／
職
員
が
家
族
と
の
時
間
を
持
ち
、
生
き
生
き
と
生

活
し
な
が
ら
、
精
神
的
に
余
裕
が
あ
る
中
で
物
事
を
考

え
ら
れ
る
職
場
を
作
り
た
い
。

Ｕ
Ｐ
Ｚ
自
治
体
は
事
前
了
解

権
を
有
す
る
協
定
を
！

牧
田
　
正
樹
（
政
新
ク
ラ
ブ
）

問
／
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
目
標
を
聞
き
た
い
。

答
／
当
市
の
米
や
酒
な
ど
の
農
林
水
産
物
や
、
そ
の
加

工
品
、
メ
イ
ド
・
イ
ン
上
越
認
証
品
を
返
礼
品
に
加
え

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
者
の
経
営
力
の
強
化
や
市
全
体

の
産
業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
／
「
通
年
観
光
」
の
中
で
、

「
楽
し
め
る
ま
ち
直
江
津
」

と
し
て
「
鉄
道
博
物
館
」
を

作
る
の
か
。

答
／
「
う
み
が
た
り
」
や
無

印
良
品
、
夕
日
が
見
ら
れ
る

日
本
海
な
ど
の
直
江
津
の
ま

ち
全
体
を
「
面
」
と
し
て
捉

え
、
楽
し
め
る
地
域
に
す
る

た
め
の
取
組
と
し
て
鉄
道
博
物
館
を
整
備
し
た
い
。

　

地
方
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
で
市
民
の
利
便
性
向
上
を

問
／
次
期
財
政
計
画
は
い
つ
頃
ま
で
に
策
定
す
る
の
か
。

答
／
令
和
５
年
２
月
を
目
途
に
策
定
作
業
を
進
め
る
。

問
／
地
方
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
あ
る
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け

て
「
デ
ジ
タ
ル
市
役
所
の
推
進
」
を
考
え
て
い
る
か
。

答
／
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
導

入
に
よ
る
「
内
部
事
務
の
効
率
化
・
省
力
化
」
を
掲
げ

て
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入

が
市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続

き
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

当
市
の
魅
力
を
広
め
る
た
め
に

江
口
　
修
一
（
久
比
岐
野
）


